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最近経験した術後低拍出量症候群に対するIABP
奏効例の検討
四方達郎、清水剛、河内賢二、長田一仁、小長井
直樹、長江恒幸、秋元直人、平山哲三、石丸
新、古川欽一
（外科学第二継）
大動脈内バルーンポンプ法（lntra　Aortic
Balloon　Pumping；IABP）は拡張期圧上昇に伴う
大動脈分枝及び末梢への血流増加、後負荷の軽
減、左心室の仕事量の低下、冠血流量増加、など
が得られるため、二二心肺離脱困難例及び開心術
後低下出量症候群などに対し左心補助効果を期待
し、臨床的に広く使用されている。今回我々は開
心術後の低山出量症候群に対しIABPを使用し、
心補助効果が得られたと考えられる症例について
検討した。症例は虚血性心疾患4例、僧帽弁狭窄
症1例、計5例で、冠動脈バイパス術または僧帽弁
置換術をおこなった．5例の平均心肺時間は4時問
45分、平均大動脈遮断時間は3高聞16分と、やや
長い傾向にあった。冠動脈の平均バイパス本数は
2．3本、rABP平均装着時聞は34時聞39分で、挿
入時期はすべて心肺終了時に心肺離脱困難なため
挿入された。全症例で装着直後収縮気圧、CO
　（心拍出量）、CI（心係数）が上昇しその後も漸
増した。カテコー・・一一ルアミン量は漸減でき、離脱時
には低濃度で充分な心拍出を得ることが出来た。
作用機序の点から考えて、IABPは心補助効果と
同時に、心機能の回復も促していると推察され
た。症例によってはIABP装着後一時的に血圧、
CO、　CIの低下するものもあり、術前よりの心予
備力の低下又は術周期の心筋障害の程度などが関
係してくるものと考えられた。しかし全体的にみ
るとIABPにより極めて良好な左心補助効果を得
る事が出来た。
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骨格筋心室の至適駆動条件の検索
一一ty素生化学的評価を主体として一
　　　　（外科学第2講座）
藤川　正　四方達郎　清水宏一　末定弘行
平山哲三石丸新古川欽一・
　目的＝自己骨格筋を用いた循環補助に関して，
近年多くの施設で研究されており，左心補助の1
っであるCardiomyoplastyに関しては臨床応用も
されている、しかし，その至適駆動条件を求める
際にポンプ機能のみを指標としている報告が多く，
骨格筋自体の評価にまで言及した報告はほとんど
無い。我々は過去の実験報告にて，骨格筋心室（S
MV）を作る際30分交互駆動法と挟み込み型骨格筋
心室作成法を組合せれば，予め骨格筋に電気的ト
レーニングを行わなくとも作成できることを示し
てきた。今回，骨格筋駆動の至適条件を検索する
ため酵素生化学的に検討を加え，電気的刺激によ
る骨格筋の障害の評価，駆動・休息時の骨格筋の
代謝を調べた。
　方法＝雑種成犬9頭（体重10～20kg）を対象と
した。．可及的に血管を温存しつつ広背筋を剥離し
て挟み込み式骨格筋心室を作成した、刺激は日本
光電並製高頻度刺激装置により，骨格筋に直接
burst刺激を行った。対象を3群に分け，それぞ
れ2V（3頭），2，5V（3頭），5V（3頭）にて
刺激を行った。各群とも30分毎に駆動と休息を繰
り返し，分時駆出量，前負荷・後負荷の経時的測
定と，駆動前・各駆動及び各休息後章に筋肉片を
採取し，T　P，　ATP，ADP，AMP，　CPを
定量した。
　結果＝2V群ではポンプ機能の有意な減少やAT
Pの経時的な変化は認めちれず，CPは駆動によ
り低下するが休息により回復する（tそれに対し，
2，5V群，　J「　V群では駆動によるポンプ機能の低下，
ATP，　CPの減少が認『）ちれた。，
　結論＝本実験において、骨格筋を直接電気刺激
にて駆動した際の至適電圧は約2Vであることが
確認された。
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